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検討体制の概要

5

大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議

オープンアクセス

リポジトリ推進協会
(JPCOAR)

これからの学術情報システム
構築検討委員会
（これから委員会）

国公私立大学図書館協力委員会 国立情報学研究所

国立大学図書館協会 私立大学図書館協会公立大学協会図書館協議会

大学図書館

コンソーシアム連合
(JUSTICE)

（“オープンアクセスリポジトリ推進協会の概要”（https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=38）を参考に作成）
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大学図書館コンソーシアム連合

(1) バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保証
体制の整備

(4) 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成

オープンアクセスリポジトリ推進協会（機関リポジトリ推進委員会）

(2) 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築

(4) 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成

(5) 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進

これからの学術情報システム構築検討委員会（これから委員会）

(3) 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化



「これからの学術情報システムの在り方に
ついて」（2015年5月）
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「これからの学術情報システムの在り方に
ついて」（2015年5月）
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2. 進むべき方向性
これからの学術情報システムに求められるのは、
ユーザーが必要とする学術情報を直接的かつ迅速に
入手することができる環境であり、これらを実現するた
めに、以下の3点を推進する必要がある。

(1) 統合的発見環境の提供
(2) メタデータの標準化
(3) 学術情報資源の確保



「これからの学術情報システムの在り方に
ついて」（2015年5月）
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3. 本委員会の当面の課題

(1) 電子情報資源のデータの管理・共有

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築（軽量化・合理化）

電子リソースデータ共有作業部会（飯野勝則主査）

NACSIS-CAT検討作業部会（三角太郎主査）



「これからの学術情報システムの在り方に
ついて」（2015年5月）

10

3. 本委員会の当面の課題

(1) 電子情報資源のデータの管理・共有

(2) NACSIS-CAT/ILLの再構築（軽量化・合理化）

電子リソースデータ共有作業部会（飯野勝則主査）

NACSIS-CAT検討作業部会（三角太郎主査）

これからの学術情報システムは何を目指すのか
所蔵目録から情報資源の発見とアクセスへ

ERDB-JP－国内電子出版物の国際発信力強化に
向けた取り組み （北山信一・鹿児島大学）

電子リソース管理システムの国内利用可能性に
関する検討状況 （飯野勝則・佛教大学）

NACSIS-CATの軽量化・合理化について（実施方針）
（三角太郎・筑波大学）
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（出典：大向一輝.情報システムとしてのNACSIS-CAT/ILLの課題と展望. NIIオープンフォーラム2016.）
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さまざまなメタデータ

•記述メタデータ（Descriptive Metadata）
•管理メタデータ（Administrative Metadata）
ü技術メタデータ（Technical Metadata）
ü構造メタデータ（Structural Metadata）
ü来歴メタデータ（Provenance Metadata）
ü保存メタデータ（Preservation Metadata）
ü権利メタデータ（Rights Metadata）
üメタ・メタデータ（Meta-metadata）

•利用メタデータ（Use Metadata）
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（出典：Pomerantz, Jeffrey. Metadata. MIT Press, 2015.）



図書館サービスの新たな可能性

•学術情報の探索範囲の拡大

•情報検索性能の向上
ü利用（検索）ログにもとづく関連度順出力

üメタデータ間のリンクを用いた可視化

•集合的コレクション（Collective Collection）への
展開
ü印刷資料、電子資料の重複調査

ü印刷資料の他大学との重複調査
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これから委員会の目標（再掲）

•「ユーザーが必要とする学術情報を
直接的かつ迅速に入手することがで
きる環境をいかに実現するか」
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